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５．自動文字起こし結果 

 別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．配付資料 

資料１ 使用済燃料の搬出に係る再処理事業指定の変更について 

資料２ 使用済燃料の搬出方法及び搬出に係る対策等について 

資料３ 分離精製工場、高放射性廃液貯蔵場等への浄水供給配管の一部更新 

資料４ 東海再処理施設の変更認可申請予定案件について 

資料５ 東海再処理施設の廃止措置等に係る面談スケジュール（案） 

 

  



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 
 

 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:02 それでは東海再処理の面談を始めますのでよろしくお願いします。 
0:00:08 それでは、機構から資料に基づいて説明をお願いします。 
0:00:17 現行モリカワです。まずＴＦ－を付加処理、運転に向けた準備状況とい

うことでそれで口頭ですけど前回の面談以降、 
0:00:28 進捗状況の方説明させていただきます。 
0:00:31 まずＢＳＭのＩＴＶカメラですねこちらの交換を 6 月の 2 日の日に、 
0:00:41 終了しております。カメラの終了交換終了後ですね。 
0:00:48 残留ガラス状況等でいろいろ関係の付帯配管を取り外しておりましたの

でそちらの方の復旧作業、6 月の 3 日から、 
0:00:57 2 交代で行っておりまして本日通でこちらの方終了する見込みでござい

ます。 
0:01:05 来週以降はですね、来週月曜日の予定で、流下ノズルと加熱コイルの繰

り合わせ確認ということで、運転前に毎回確認することにしておりまし
てそちらを 

0:01:19 来週月曜日に確認終わってから、炉内にばらつかの投入等を行っていく
ということで、今現状として計画通り、 

0:01:29 進んでいる状況でございます。簡単ですけど以上です。 
0:01:34 はいありがとうございます。今の状況について、規制庁側からコメント

等ありあったらお願いします。 
0:02:03 特によろしいでしょうか。 
0:02:10 いや、そ、それでは引き続いて資料 2、資料一位ですね、について説明

をお願いします。 
0:02:20 では資料 1 について、再処理センターの技術部の小杉の方からご説明い

たします。 
0:02:27 表 1 の冒頭にございます通り再処理施設東海再処理施設に貯蔵されてい

る。 
0:02:33 ふげんの使用済み燃料の搬出に向けまして、 
0:02:37 ふげんの減少、設置許可とそれから東海再処理施設の再処理事業指定の

位置付け、それと、再処理し、再処理事業指定の変更について整理して
ございます。 

0:02:51 一番のところでございます。まずふげんの使用済み燃料の位置付けを整
理してございます。最初のポツのところでございますが、 
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発言者による確認はしていません。 
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0:02:58 ＴＲＰにちょうどされておりますふげんの使用済み燃料は、まだ再処理
されていない状態ということで二つ目のポツでございます。当該使用済
み燃料はふげんの設置許可申請書の 8 ポツ、 

0:03:12 下の枠の中にございます今の設置許可申請書の記載でございますが、 
0:03:17 こちらの通り国内外の再処理事業者において全量再処理を行うという記

載となっておりますが、 
0:03:25 そちらが完了していない状態となってございます。 
0:03:29 1 ポツの三つ目のポツでございます従って東海再処理施設に貯蔵中のふ

げん使用済み燃料に対しては、 
0:03:37 ふげんの設置許可申請書の 8 ポツが引き続き適用されるものとして、こ

れに従う必要があるという状況となってございまして、東海再処理側で
こちらを変更できるものではないという位置付けとなってございます。 

0:03:53 これを踏まえまして 2 ボツでございます。対応方針でございますが、ま
ず一つ目のポツですが東海再処理施設の 

0:04:02 事業主、事業し、事業指定申請書に、使用済み燃料の搬出に係る記載、
処理する、再処理されていない使用済み燃料の搬出に係るに関する記載
を追加して、 

0:04:16 搬出行為を明確化するということで進めたいと考えております。 
0:04:22 二つ目のポツでございます搬出行為の追加にあたり、 
0:04:26 具体的な処分の方法についてはふげん側の設置許可申請書のほうで記載

されてございますので、再処理側としてはふげんの設置許可申請書に従
っ、 

0:04:40 再処理施設から搬出すると、こういった記載を追記するという方向で考
えてございます。 

0:04:46 三つ目のポツでございますが、これらの細かい内容につきましては機構
内の文章で取り決めを交わして、明確化することを考えてございます。 

0:04:56 3 ポツでございます。具体的な申請書、失礼しました。事業指定申請書
への反映ということで、 

0:05:05 両括弧 1 が既存既存の申請書の情報が書いてございます①②がそれぞ
れ、ふげん側それから再処理側の申請書の内容となってございます。 

0:05:15 次のページの両括弧 2 でございます。こちらが申請書、再処理事業指定
申請書の変更の案でございますが、 

0:05:25 こちらに関しましては、以下の記載を追加するということで、6 ポツの
ところ、使用済み燃料から分離された核燃料物質の処分の方法、こちら
に以下の記載を追加することを考えております。 
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0:05:38 内容としては丸井高野記載で、なお本施設において再処理を行わない。 
0:05:44 ふげんの使用済み燃料は、分限の設置許可申請書における使用済み燃料

の処分の方向に従い全量を搬出する。 
0:05:53 こういった趣旨の記載を追加することを考えてございます。 
0:05:58 4 ポツでございます。こちらテーマ目的に対する検討ということで、こ

ちらに関しての整理でございますが、 
0:06:07 上記の内容の変更案につきましては、再処理を行わない 
0:06:14 ふげんの使用済み燃料の搬出について追加するものということと整理し

てございまして、以下四つのポツの観点から、再処理施設が平和も平和
の目的以外に利用される恐れはないと。 

0:06:28 考えております。それぞれ四つの理由というところでございますがまず
一つ目のポツが、再処理施設はすでに廃止措置中であり、再処理は行わ
れないこと。 

0:06:39 それから二つ目のことでございますが、分離された使用済み燃料から分
離された核燃料物質の処分の方法を変更するものではないということ。 

0:06:50 それから三つ目のポツですが、ふげんの設置許可申請書における、使用
済み燃料の処分の方法に従って全量搬出する、という記載にとどめてい
るということ。それから四つ目のポツですが、 

0:07:03 そのふげんの設置許可申請書の処分の方法については、 
0:07:10 ふげん側の変更申請時に平和目的以外に利用される恐れがないことの確

認を受けること。 
0:07:17 以上の確認等を行っている等のことから、平和目的以外に利用されるも

のでは、恐れはないと、田子でございます。 
0:07:31 事業指定の変更の案に関しましては、説明としては以上でございます。 
0:07:41 はいありがとうございます。規制庁側が確認等あればお願いします。 
0:07:58 嘘 
0:08:01 ごめんなさい。 
0:08:10 すいません、アリヨシですけど。 
0:08:13 細野さんは別にこれで問題ないんでしょ。 
0:08:36 今の時点では特に問題ないかなと思います。 
0:08:39 はい。 
0:08:46 今の時点では、はい。 
0:08:50 嫌らしい言い方です。 
0:08:53 あれ、今の千田っていうのは将来的に問題あるかもしれないですか。 
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0:09:04 わかんないんですよねえ。 
0:09:07 何かいまいちこう。 
0:09:10 きっとしたいところはあること、感じはするんだけどな。 
0:09:15 特に問題点がクリアにならないとそういう意味ですかね。 
0:09:20 うん。 
0:09:24 最初だからねえ。 
0:09:27 何があってもおかしくないっちゅうことだけなのかもしれませんしね。 
0:09:33 なるほど。 
0:09:44 センターの山口です。ご無沙汰しております。 
0:09:48 江藤、本日ごし、出させていただいた資料、もともと規制庁さんの方が

ホームの方の確認が必要だろうということもございましたので、 
0:09:59 前回に比べ少し具体的に、このような形を 
0:10:05 記載の方法についてもですね、具体化させていただいた資料にさせてい

ただいています。このような形で、九州さんの方の中で、少しご検討い
ただければというふうに思っているところでございます。 

0:10:17 よろしくお願いいたします。 
0:10:20 はい、わかりました。 
0:10:24 他よろしければ、引き続いて、資料 2 について説明をお願いします。 
0:10:34 はい。前処理施設課の仲村です。これは資料 2 ということで、使用済み

燃料の搬送方法及び安心に係る対策等について確認をいたします。 
0:10:44 今回は過去の面談でコメントのありました、使用済み燃料の落下評価に

ついて考え方を整理して参りました。それについてご説明します。ま
た、17 ページ以降に参考として 

0:10:57 シューズ燃料の搬出に関わる体制、或いは想定される不具合事象といっ
たものについて総会を整理しましたのでその対応についてご説明したい
と思います。 

0:11:07 それでは、4 ページ目ご覧ください。1 ポツ概要の方ですけども、修繕
料の廃止に向けた作業をより確実に進めたための設備対策を実施すると
ともに、 

0:11:20 使用済み燃料の搬送作業に想定される事故による周辺、 
0:11:24 公衆への影響を評価したということで下の方に示します、2 ポツは、こ

れまでもご説明しましたけれども使用済み燃料の搬出方法、こちら資
源、4 月 26 日の面談で詳細に説明いたしましたけども、 
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0:11:38 こちらの方からＡ氏簡単にご説明しています。また図 1 ということで、
こちらを加古の梅田で使用した資料を添付しております。 

0:11:47 3 ポツ、使用済み燃料の搬送に係る設備対策等ということということ
で、今回、小路燃料の搬出に当たりましては二つの工事を考えておりま
す。一つ目は、は燃料価格フレーム吊りの落下防止対策ということで、 

0:12:02 各燃料活動クレーンのＩＲを二重化し、井関野中を防止するということ
でこちら、節項 2Ｅとして今後 6 月の新設当時に推薦したいと思いま
す。また、 

0:12:14 両括弧 2 番は、燃料取り出しプールクレーンの操作性の向上対策という
ことで、これは以前、4 月 21 日の面談でご説明したものでございます。
操作性を向上させるという対策を実施します。 

0:12:26 田野大勝クレーンの吊荷の落下防止対策について、8 ページ目の図につ
いて簡単にご説明したいと思います。 

0:12:41 8 ページ目は、ちょっとＡ4 横でＡの図面になります。真ん中の左側が
既設の 

0:12:49 クレーン、燃料価格クレーンなります。改造箇所としては、右側に四角
で拡大しておりますけれども、従来、ワイヤー300 メートルの一本もの
をワイヤで、それぞれ 

0:13:04 会社に巻きつけて、 
0:13:06 100 低角 110ｔ0 クレーンを、を引き上げるという構造だったものを、

この真ん中の右左のバランスが赤字で示し、赤い色線で示してございま
すけども、一方のＦＩＲＥ流布 

0:13:19 真ん中で分けまして、その争っとといった会社の部分ですね、そちらを
審査みたいな形の、 

0:13:27 すいませんこれ。 
0:13:29 支払いなんかイコライザーびゅイコライザーしぶといクレイザーとなっ

てますけど、じゃなくてイコライザー層序すいませんこれは誤植間違い
であります。こちらは下の部分をそれぞれ止めて、バランスをとるいう
やり方に直すものでございます。 

0:13:43 そういうことで、2 本のワイヤー、右左ということでは分けまして 1 本
のワイヤー切れても、もう片一方で支えられるような工場の仕組みに変
えるものでございます。 

0:13:55 もともとこのワイヤーロープ、につきましてはかなりいいか、荷重に対
して余裕を持ったものでございます。低角 5 倍の会社に対してそれに対
して 7 倍以上の荷重に耐えるようになってございます。 
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0:14:08 1 本が切れてもテープでもう保持できるというやり方になります。た
だ、日本のバイヤーが 1 本入れた場合は、これまで通りのクレーンの操
作というのはできなくなりますので、この場合 

0:14:22 その近くの場所に持ってて降ろして、ワイヤーを交換するということに
なると思います。 

0:14:28 こちらにつきましては、今後 
0:14:31 そこのレベルの 
0:14:33 埋設計画ということで、今後ご説明概要についてはまた詳細にご説明し

たいと思います。 
0:14:41 それでは本文の方戻ります。 
0:14:46 4 ページ目の下に決めます。今回ご説明するものを目的として、使用済

み燃料の搬送作業中に想定される事項ということで、まず考え方として
は想定される事故の選定ということで 4 ポチ目してございます。 

0:15:00 消費燃料の発生にあたっては、三つ大きいそのクレーンを使います燃料
貯蔵プールクレーン。 

0:15:06 それと燃料取り出すプールクレーン及び燃料かつクレーン、こちらは鋼
板石の部分ですね、10 ページ目以降に、9 ページ目以降にそれぞれの図
面を示してございます。 

0:15:17 燃料の廃止にあたってこの三つのエリアを出力いたします。 
0:15:22 使用済み燃料は、直接酸素、この三つ遅れに使って、 
0:15:28 使いますので、この状態に応じてケーススタディを行って、事故を選定

したいと考えております。小豆燃料を直接搬送する場合と、輸送容器等
に装荷した場合、状態で搬送する場合がありますのでこれらのこれらの
ケースに分類して、 

0:15:42 放射性物質の放出事象が起こり得る事故を選定したと。 
0:15:46 いうことで、三つに分けてございます。一つ目は、燃料バスケットに装

荷した状態。 
0:15:53 7 ページ目をご覧ください。 
0:15:55 これは以前にもお示した話になります。 
0:15:58 先ほど、三つのページの位置関係ですけども、右からＢ、現在、ＦＡ使

用済み燃料貯蔵してます燃料バスケットという水密容器に入れた状態
で、我々の貯蔵しております。これを、 

0:16:12 門馬家の方に持ってきまして、一番下の深い部分ですね持ってきまし
て、ここから、左から受け入れた燃料キャスクに入れると。 
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0:16:21 右側の方は、燃料バスケットに入った状態です。一番下の取り出しプー
ルというところで、申請詰めを行って取り出す、これが阿南清宮波にな
った状態になります。 

0:16:33 それ以降ですね、燃料をあそこに入れた状態では、蓋をした状態で、搬
送するということで、大きく三つの状態に分かれると考えております。 

0:16:47 はい。では、すいません本部の方に戻らさせていただきますと、50 ペー
ジ目の 

0:16:53 4 行下ですね、この三つの状態、ということで、両括弧 1 は燃料バスケ
ットに装荷した状態で搬送する場合ということで、 

0:17:00 燃料取り出し通るクレーンのバスケット掴みの昇降溶媒は二重化されて
おり、昇降用モータには点字フリーケンス装備され、バスケット掴みが
低減した男児にも、燃料貯蔵バスケットを把持する構造であることか
ら、 

0:17:13 昇降や一本の破断または軽減措置等ない燃料バスケットが落下すること
はないと。 

0:17:18 ということで、こちらの上の方に、 
0:17:23 図面の 
0:17:27 9 ページ目をご覧、ごめんなさい。 
0:17:31 スケジュール、 
0:17:36 10 ページ目をご覧ください。 
0:17:43 これが燃料を取り出すプレイの概要図になります。 
0:17:49 ごめんなさい。 
0:17:51 小石君。 
0:17:53 そうですね。図面の 
0:17:56 真ん中上にございます。バスケットチーミングの上の部分、上の方にあ

るんですけども、下期昇降用ワイヤーはこちらの方は二重化されたよう
にすでに入荷されている。 

0:18:05 ただし、 
0:18:10 右側に、その右にあるように、 
0:18:13 燃料装荷便の一つ目を扱う部分ですね、そのタイミングの上が小磯幼稚

園でこれが 1 本では、保持されているということになります。 
0:18:24 文章の方戻ります 5 ページ目に戻りますと、一方に書いてございます燃

料貯蔵、 
0:18:34 ごめんなさい、ごめんなさい申し上げました。 
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0:18:38 追加しました。 
0:18:42 生活ですがページ間違えます 9 ページ目の、13 の燃料貯蔵強力にですね

こちらが昇降用以外が、 
0:18:50 1 本となっているということです。 
0:19:00 はい。そうですね。ごめんなさい。一方、5 ページ目の一方の方ですけ

ども、燃料貯蔵協力については、燃料取り出しプレイズ同じく、電源遮
断時には、バスケットは維持する構造であるものの、バスケット掴みの
昇降ワイヤは一流であって、 

0:19:15 昇降用ワイヤー破断により燃料バスケットが落下することになるが、吊
り上げ高さが最大でも約 80 センチ程度であり、仮にバスケットが落下
しても、使用済み燃料は損傷せずに、 

0:19:28 放射性物質の有意な放出に至らないことで、それをすべて失礼いたしま
した。9 ページ目に示す図 3 がございます。 

0:19:37 燃料貯蔵プールの中でバスケット移動するものでございます。こちら吊
上げえまあ、燃料等、 

0:19:44 取り出しプールの方に移動させるためのもので、この 
0:19:49 7 ページ目の、ちょっとちょっと図面が飛んで申し訳ないんです 7 ペー

ジ目の図面でいうと、Ｂの部分ですね燃料創造グループ、こちらの遅れ
になりますが、これが倍側が 1 本です。 

0:20:00 ただし、こちらの場合は、床下床上アユ低い位置で取り扱いますので、
これらの評価、今までの評価の中で 

0:20:10 使用済み燃料を今年は仮に置くとした質問を使用済燃料が損傷しないと
いうことを確認、評価上確認してございます。 

0:20:19 続いて 5 ページ目 
0:20:21 の両括弧 2 番になりますけども、荘司燃料を直接搬送する場合というこ

とで、こちらトリアスプールクレーンで燃料 1 体取り出すところです
ね、こちらの 

0:20:32 法律に取り付けられた燃料掴みを使いますけども、電気的には問題ない
んですけども、小磯。 

0:20:40 大野チェーンが 1 本ということで、そのチェーンそのものは十分な安全
係数を有するもんですけども、仮に破断した場合には、使用済み燃料が
落下し、破損する恐れがあるということで、ちょうどいいです。 

0:20:53 両括弧 3 番の、今度は輸送容器に装荷した場合、状態で搬送する場合と
いうことで、こちらも今回燃料加工クレーンのワイヤーロープを二重化
いたします。 
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0:21:04 また、次の昇降モータには電磁ブレーキを装備されていることから電気
的にも安全であるということを確認し、 

0:21:10 ということになります。 
0:21:11 これらの 1 から 3 番の結果から、0 勝国連との搬送設備には、次の落下

防止対策を実施していることのページ。 
0:21:20 なりますけども、 
0:21:21 今回使用済み燃料爆発遅い穴井が、燃料取出し登録例により、Ｅ商品発

生したり、放出のチェーンの単一故障により落下させた場合、 
0:21:31 青年が破損し放射性物を起こす可能性があることから、主事なり一体の

何か損傷を想定される事項を選定してその影響について確認したという
ことで、考え方を整理していく。また、 

0:21:43 その評価の方ですけど別添のほうになります。 
0:21:50 すいません。12 ページ目に、 
0:21:53 添付 1 ということで、使用済み燃料を一定の三区学科参照における周辺

公衆に対する放射線被ばくの影響評価ということを記載してございま
す。こちらの評価の方法なんですけれども、 

0:22:06 これまでふげんさんとか或いは県さんで評価されてるものと同様な評価
方法を使っております。 

0:22:13 また、データにつきましては、我々保管していますように精製工場に貯
蔵しております燃料 265 体の中で 

0:22:24 一番高いものですね、そういったものを選定してございます。 
0:22:27 また、通す相対線量、或いは相対濃度に関しましては、過去に 
0:22:35 都市計画で申請した時と、と同じ 
0:22:39 値を使ってございます。評価の方の方ですけども、想定される事項とい

うことで、ＳＡＴＲ燃料の搬出に燃料 1 体が損傷すると。 
0:22:50 いうことで、燃料旧館の損傷によって、核燃料物質がとりあえず水中に

放出されて、或いはこの中に移行して、建屋関係を経由して週 1 から放
出される。 

0:23:00 10 ページ、真ん中になりますけども評価条件としては、東及び加瀬藤野
笠野量を記載してございます。また、 

0:23:08 す。 
0:23:10 表 1 の方に、 
0:23:16 16 ページ目の方に、今回、終了しました。長寿園により残存する核燃料

物質、核分裂生成物量ということで、 
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0:23:27 最大値ですね、低濃縮ウラン、ＥＰＲ腰痛と、ＡＴＲ猛禽タイプＰとの
現在貯蔵しておりますけどもそれぞれの最大値を下線で引いておりま
す。プロット 85 の放射のようであれば、 

0:23:40 低濃縮ウランの方が高いですねこちら参入すると。 
0:23:43 要素 12 級残したのであれば、木質タイプＢのためのこちらを選定して

評価を行っていただきます。 
0:23:53 はい。 
0:23:54 では今後の 12 ページ目に戻らさせていただきます。資料（2）番、金。 
0:23:59 移行率ですけども、 
0:24:04 ①ＡＭはそげホシされたクリプトンは全量がこういう数値で拡散して、

呉堀の福士でございます。或いは、要素 129 は女性係数を用いておりま
す。 

0:24:16 100 分の 1 の管理精製工場のプリフォーム口に補正、 
0:24:22 Ａさんはプレイボールのを、福重ホシ猿田ピット 85 及び臼井地域は、

より精製工場の建屋関係を経営して、全量が第 1 起こされるということ
にしております。 

0:24:33 評価方法等につきましては従来のやり方を東條でございます。結果の方
なんですけども、14 ページ目でございます。 

0:24:43 5 ポツクリック 85 の放射線からのγ線及びβ線に記述する事項政令とい
うのは、それぞれγ線ですと 3.5 掛け 10 の 60 枚ｍＳｖ。 

0:24:54 β線ですと 1.1×10－06、60ｍＳｖということです。また、要素 1 に吸
収しましては 2.6×10 のマイナス 8 乗ということでこれらを合計します
と、 

0:25:06 約 4.610 のマイナス 6 乗ｍＳｖということで十分低いものとなっており
ます。 

0:25:15 続きまして 17 ページ目をご覧ください。 
0:25:18 方に工程洗浄と同様に、 
0:25:22 使用済み燃料の配置に向けた準備ということで体制及び不具合に対する

対応、或いは教育訓練等をこちらで説明してございます。 
0:25:33 体制の方ですけども、 
0:25:35 こちらの 
0:25:37 委員の説明に反する作業につきましては施設管理部長野本大町施設課長

が実施する、伊勢施設課長は、当然ながらクレーン操作の有資格者を含
めたパート創造に必要な要員を確保すると。 
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0:25:49 3 ポツ、設備点検及び不具合に対する対応なんですけども、こちら対象
設備としましては、 

0:25:56 宇井先生工場の受入貯蔵設備のうち、使用済み燃料に搬送に用いる対象
ということで、すでにあるプール間にですね、ユーティリティとかプー
ル水処理系等、建屋関係等につきましては、 

0:26:08 搬出操作によらず、常時性能維持を継続することの責任において予備系
統が設置されていることから、何かあれば予備系統への切り換え等によ
り安全機能を維持できることから、対象設備から除外する。 

0:26:22 8 日後には不具合の事象の対応として搬送時における操作項目、或いは
その操作項目で想定できる評価事象を、及び想定されるようについて抽
出いたしました。 

0:26:34 不具合事象の要因、及び検知としては及び早期復旧に向けた対応という
ことで、現状、これに関しては、臨時点検、四半期点検或いは月例証明
提携等を行っております。 

0:26:46 これにおきまして早期上、不具合事象を検知できるかを確認して、必要
に応じて追加の点検を行う。 

0:26:52 また、仮に不具合事象が発生した場合、容易に交換できる進めていただ
けるものについては、 

0:26:57 必要に応じて要件を確保する等の対応を示すということで、次のペー
ジ、19 ページ目以降に、 

0:27:07 表 1 ということで使用済み燃料の搬送中に想定される主な不具合事象等
処置対策を載せております。 

0:27:13 一番左がちょっと字がこのとき申し訳ございません。対象設備に燃料活
用クレーン等の対象を載せてございます。次の項目は操作項目、次に不
具合事象。 

0:27:26 また、 
0:27:28 その中にも想定される要因、不具合箇所と想定される原因、そして、ち

ょうど真ん中にございます。現状の設備点検、クレーンですので年 1 年
形成提供を行っておりますのでその点検の内容ですね。 

0:27:40 それと右から 3 番目になりますけども不具合事象の要因の検知及び早期
復旧に向けた対応、 

0:27:47 民間 2 番目はは装置の不具合の処置。 
0:27:50 1 枚目になりますけども、復旧に要する時間ということでまとめてござ

います。これらが 
0:27:56 19 ページ目から 22 ページ目に記載してございます。 
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0:28:01 理念だけでもなく、 
0:28:03 プールの移動に際しては、22 ページ目にございますけれども、燃料取り

出しプール台車とか、或いはプール間の間につけております水中扉と
か、衛藤。 

0:28:14 あそこを外に出す、プラップ扉等ございます。これはすべて 
0:28:21 稼働するものについて洗い出しましてこのような表にまとめてございま

す。表の中、簡単にご説明しますと、例えば電力、一番、19 ページ目の
一番上ですけども、 

0:28:32 電力 20 日クレーンの移動操作におきましては、連中のクレーンの走行
方向の不良と、会社としては層厚思うた。 

0:28:41 想定される原因としてはモーターのレッカーベアリングの損傷、潤滑不
足等ございます。現状設備点検としてはモータの電流値とか節減抵抗を 

0:28:51 毎年、 
0:28:52 或いは年次或いは決意ではかっております。その他、開館目的佐藤確認

を行っています。不具合事象に対する 
0:29:00 要因の検知及び早期早期復旧に向けた対応としては、これらのオーバー

フロー事象を挙げた、その対応を作業手順等等に整備いたします。ま
た、 

0:29:10 装置の不具合の処置としては、輸送容器を吊り下ろして安全を確保した
上で点検を行った点検の結果必要に応じてモーター等の点検を行うとい
うことで、こちら、燃料発言については郵便等のフェーズはございませ
ん 

0:29:24 ある大きなもので、これは取り込まれるものでございませんので、何か
あれば、これ終わりだとしても、直ちに安全上の問題もあることでござ
いますんで、 

0:29:36 Ａ等級要因はございませんけれどもそれから何かで問題あればそれから
発注して、4 ヶ月程度で納入できるんじゃないかと考えてございますこ
ちらの規格でございますので、 

0:29:47 ものがあれば進めにできると考えております。その他、その方には、ブ
レーキとか戦力品とかＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲとかですね、そういったも
の及び費用を、 

0:29:57 用意しましてそれに交換を行うということを考えてございます。 
0:30:03 この月数が約 4 ヶ月というのは予備日がまだ現在のところないものがご

ざいます。そういったものについては、安全上問題があるとは考えてお
りませんので、 
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0:30:12 お願いをして、それがあった時点でそれから対応することで問題ないと
考えてございます。 

0:30:19 このように、商品の配置に関わる操作に関して最初を挙げて、その処置
対策を整理いたしました。 

0:30:36 はい。 
0:30:38 参考の部分は工程洗浄のこれまでの記載を考慮しまして、我々の方で整

理したものでございます。 
0:30:48 開設計画におきまして前半の落下評価ですねそういったものについて反

映させていただきたいと考えてございます。 
0:30:55 今回、御説明については、以前となります。 
0:31:00 規制庁はお願いします。 
0:31:11 じゃあ、すみません、有吉です。 
0:31:15 10、12 ページ、核分裂生成物の移行。 
0:31:21 全量がというのは当然、 
0:31:24 あれですよね一体一体ですよね。 
0:31:27 1 回取り込まれる。 
0:31:32 事務長、佐藤でございます今回では想定される事象として、使用済み燃

料、泡県が損傷高上げておりますんで、一体となります。 
0:31:53 これすみませんダーさっき見たばっかりで、ちょっと全部理解できてな

いんですけど、高さ何メーターぐらいから落下させたという想定なんで
す。 

0:32:13 はい。衛藤。 
0:32:16 7 ページ目の図をご覧ください高さというのは、 
0:32:21 ファクターとして入れてはない。全量、 
0:32:23 が出るということで想定してますんで入れてませんけども、7 ページの

図で言いますと、ちょうど 0。 
0:32:30 右からいくと④番の部分ですね、燃料、吊り上げて、 
0:32:35 バスケットからとりあえず吊り上げてその時に切れるということを想定

しております。 
0:32:42 あれ、要するに、④番のところで、バス血糖の中に何体か燃料があっ

て、 
0:32:50 それでも 1 回しか壊れないという想定で大丈夫なんですよ。 
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0:32:56 はい。バスケット自身は蓋がついておりまして、その蓋を開けておいて
繰り出します。それを移動中に曲げたということを想定しております。
はい。 

0:33:05 わかりました。 
0:33:13 あと 11 ページワイヤーロープ二重化するということで、これ、事務局

の方、あれ、何ページ。 
0:33:44 8 ページか。 
0:33:48 これって何か 
0:33:51 二重化するというので、 
0:33:55 クレーンの何かそういう形みたいなやつも変わるんですかね。 
0:33:58 交換日ですけど。 
0:34:00 今回、各クレーンの改造箇所は、この真ん中の部分と、それをうまくそ

のワイヤーを変えるだけで、専用系、 
0:34:10 暴行倉庫、或いはつり上げのモーター、或いはなどは一切変えません。

このワイヤーだけの変更の場合とこの会社の部分だけの変更になりま
す。 

0:34:19 路線というのは全く変わりません。 
0:34:44 はい。 
0:34:49 ウエノです廃止措置計画の中で、 
0:34:54 す。今回の想定の燃料体 1 本の発想というのは、 
0:35:00 現状では、評価の 
0:35:02 事故想定の中に入ってないっていうことなんですかね。 
0:35:08 はい。ありがとうございます。申し訳ございません。説明の中で組織再

編を受けてございました。6 ページ目、最後の部分ですね、まとめの部
分までご説明申し上げました、環境影響評価の中でその部分にございま
すけども、 

0:35:22 現状、事業性の中に我々主に燃料の落下評価ってのは入っておりませ
ん。なので今回廃止措置計画の中で、この評価を入れることを考えてご
ざいます。 

0:35:33 それに対してのその結果というものは、最初から 4 行目にございますけ
れども、再処理事業指定申請書の中での 

0:35:43 テーマはですね、そういった機械故障等の類影響の説明書で説明してる
想定の事故の多い事項の評価、結果の包含されるということを考えてご
ざいます。 
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0:35:57 自己評価の方は今回の搬送受けな計画の中で 
0:36:02 お示ししたいと思っております。 
0:36:07 はい。ですので現状の廃止措置計画の中では、 
0:36:12 この 1 本の 
0:36:14 落下による事故想定っていうのは、 
0:36:17 今は入ってないっていうことでいいんですよね。 
0:36:21 はい。その通りでございます。 
0:36:23 はい、わかりました。 
0:36:32 そっかよろしいでしょうか。 
0:36:36 それでは引き続き資料 3 の説明をお願いします。 
0:36:43 はい。藤施設保全課、竹内と申しますよろしくお願いいたします。資料

3 については分離精製工場及び移行放射線廃棄所道場への用水供給配管
の一部更新ということで 

0:36:55 ご説明いたします。まず 1 ということで概要なんですけれども、最初に
施設の浄水供給配管というものについては、 

0:37:04 施設内とか敷地内ですね、に広域に今配置されておりまして、設置から
30 年程度経過しているということもありまして順次今更新を進めている
ところになります。 

0:37:14 現在津波防護柵の設置工事、或いは高放射性廃液貯蔵場の南側の地盤改
良工事ということをしてございますけれども、 

0:37:25 その工事区域内にも浄水配管が埋設されているということもありまし
て、これらの安全工事、安全対策工事の影響を考慮して、早めに 

0:37:38 方針を行い、0 浄水供給配管の健全性を確保するということで、安全対
策工事を円滑に進めていきたいというふうに考えてございます。 

0:37:47 本件、で実施する浄水供給配管の一部更新、 
0:37:52 ですけれども、分離精製工場を公社債貯蔵所、貯蔵場への 
0:37:58 浄水供給配管の一部を更新するものになりまして、更新にあたっては、

既設と同等以上の強度及び肉厚を有する配管。 
0:38:06 を用いて更新するというふうに考えてございます。 
0:38:09 なおですね、この浄水供給配管については、消火設備でも浄水供給して

いるということもありますので消防法に基づく届け出等を合わせて行っ
て実施したいというふうに考えてございます。 

0:38:24 2 ポツということで更新の概要については、 
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0:38:28 今回行う浄水供給配管の一部更新については、昭和 55 年 12 月 3 日の設
計及び工事の方法の認可、 

0:38:37 においてですね認可を受けたものをとしてその他再処理施設の附属施設
の 6、ユーティリティ施設に記載がありまして、耐震区分についてはＣ
類ということに、でございます。 

0:38:52 上水道管供給配管の一部更新について令和元年ですね、2、同様な方法
で実施しておりまして、し、 

0:39:01 している、おりますけれどもそれと同様にですね、 
0:39:05 既設と同様、同等以上の強度及び肉厚を有するハイバンＳＴＰＴ配管に

なりますけれども、を用いて更新いたします。それとともにですね 
0:39:15 フランジ溶接法人型間継ぎ手というものを用いて接続してですね、漏れ

方に構造としていきたいというふうに考えてございます。 
0:39:25 次の 24 ページに今回用いる配管ということで代表的なものをお伝えさ

せてしておりますけれども、従来、ＣＰ配管を用いてございます。 
0:39:39 今回はＳＴＰＧ配管ということで肉厚の厚いものに変更することで耐久

性等を上げていきたいというふうに考えてございます。 
0:39:48 次のページ 25 ページになりますけれども今回更新をする配管系という

ことで 
0:39:55 太い部分がですね今回等を 
0:39:58 更新をする、したいと考えてございます配管になります。 
0:40:03 所々にクロマル数字が入っておりますけれどもここ、こちらにハウジン

グ型貫通率を用いて、変位を 
0:40:13 10 埋設配管ですので多少なりとも変異がございますので、その辺を吸収

していくというような構造にしていきたいと、いうふうに考えてござい
ます。 

0:40:22 次の 26 ページについては、そのハウジングについての概要ということ
で示させていただいております。 

0:40:30 向かって四角囲いされているもの、上、左上ですね、が、全体用全体の
姿図になります。 

0:40:41 右側については、断面構造ということで配管にそれぞれ 
0:40:47 ③ということで、リングが溶接でつけてございますこれらの落下防止を

する、 
0:40:53 リングになってございます。これをゴムは 
0:40:57 つけたものを上下から挟み込んでハウジングで挟み込んで、 
0:41:02 接続するということになります。 
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0:41:08 本部 243 ページの方になります。 
0:41:11 そのようなやり方で今回も更新して参りたいと思います。でですね、一

部の配管においてステンレス製のものでございますので、 
0:41:21 そちらについては 1 週間、異種金属管理職を抑制するということで 
0:41:27 絶縁をされたボルト等を使って処置していくというふうに考えてござい

ます。 
0:41:33 浄水供給配管設備更新工事については、配管敷設ルートですね、掘削新

規配管の敷設後、各種試験検査を行った上で、 
0:41:44 更新範囲の浄水供給配管を既設弁にて隔離して参ります。 
0:41:49 その際ですねガラス固化処理し、技術開発室の方の運転終了後に、 
0:41:54 行うということにしてですね、浄水器を停止範囲についてはとなるメン

プラントをすいません、分離精製工場、高放射性廃液貯蔵場等について
消火栓、 

0:42:06 及び冷却水設備への表。 
0:42:10 給水用の貯槽がありますけれどもそちらの方には在介給水、 
0:42:14 或いは、 
0:42:15 宇和コースを延長して、延長できるホースの配備等を行って、 
0:42:20 措置を行うことによってレース、浄水停止時の消火機能を確保していき

たいというふうに考えてございます。 
0:42:28 24 ページになりますが、 
0:42:30 3 ポツということで、試験検査については、板野通り五つですね考えて

ございます。材料検査、あと耐圧漏えい検査 1 ということで、浸透探傷
試験、 

0:42:41 あと 303 ということで対耐圧漏えい検査にということで耐圧試験、 
0:42:46 ④ということで、据付外観検査で外観検査、あと⑤ということで千頭検

査というふうに考えてございます。 
0:42:54 4 ポツということで浄水供給配管の保守についてですけれども、 
0:42:58 再処理の浄水供給配管については埋設部の部分、あと屋外に露出してる

部分とあと 
0:43:07 共同構内に設置されてるというものがありまして経年変化によって色工

作等の劣化が見られる場合については、 
0:43:16 募集事務等により募集を行うということと、施設と同等以上の強度及び

肉厚を有する配管を用いて、適宜交換して、 
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0:43:25 浄水供給系統の性能維持というものを図っていきたいというふうに考え
てございます。 

0:43:32 説明は以上になります。 
0:43:37 清町側から確認等あればお願いします。 
0:43:49 すいませんアリヨシですけど、これ地盤改良工事。 
0:43:53 の部分と関係するんですよね。 
0:43:56 これこの配管のリプレースが進まないと、地盤改良工事を進まないって

ことになる。 
0:44:10 必ずしもそういうことではありませんけれども、潜航その工事が始まる

場所ということの前にさ、先んじてやるということで、影響受けにくい
ような状態では健全性を確保することで、 

0:44:25 浄水が漏れないようにしていきたいというふうに考えておりますので、 
0:44:29 できて、この更新が進んでいないので工事が全くできないということで

はございません。 
0:44:35 要するに 
0:44:38 どうなるわけ。 
0:44:42 これは新しく配管を敷設した後に、その地盤改良工事をやるという流れ

になるんですか。 
0:44:54 今回コンクリートを入れていく範囲というのが、ＴＰ－0 名 
0:45:02 で、概ね 0 メーターから 
0:45:04 ＤＰ4 メーターほどまでの範囲にコンクリートを入れていくことになり

ます。今回の浄水配管の更新範囲という範囲というか、深さというの
は、1 メーターから 1.5 メーターあたり、となりますのでその深さが違
いますので 

0:45:19 範囲を分けながらやることは十分可能なことだというふうに考えてござ
います。 

0:45:24 可能だということは、そういう計画はまだすべて決めてるわけではなく
って、これから決めていくということでより良いんですか。 

0:45:33 詳細についてはそうなりますけれども概要的には問題なくできるという
ふうに考えてございます。 

0:45:42 はい。 
0:45:55 ウエノです。ちょっと 
0:45:58 23 ページの、 
0:46:00 記載で教えて欲しいんですけど、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 
 

 

0:46:03 下から 4 ページ目ぐらいに、4 行目ぐらいに、 
0:46:07 ガラス固化技術開発施設の運転終了後に行うと。 
0:46:12 これを言ってるのは、 
0:46:16 タイミング的にはいつのことを言ってるんですかね。 
0:46:22 はい。ちょっと舌足らずなところがあるかと思いますすいません申し訳

ありません。布設工事自体の認可を行っていき、12 月頃に現状のスケジ
ュールであれば、ガラス固化体、すいませんガラス固化技術開発施設の
運転が、 

0:46:38 終了する見込みですので、その後に、浄水場水の供給を必要な範囲を停
止いたしまして、 

0:46:46 その接続を既設配管との接続を行うということになります。 
0:46:52 それが大体 12 月の頃ということ。 
0:46:57 になります。 
0:46:59 計画は計画ですか。 
0:47:06 はい。 
0:47:08 うん。 
0:47:22 ごめんなさいね 
0:47:26 運転終了って言ってるんで、すいません、施設の 
0:47:32 施設の廃止措置が終了ということではない学生がそこかが、 
0:47:37 してないときにっていうことですよね。 
0:47:41 はいその通りです。 
0:47:44 はい。 
0:47:52 あと 
0:47:56 23 ページの一番下のところにその基礎すでに認可取得済みの、 
0:48:02 部分が示されてるんですが、 
0:48:10 例えば 25 ページに、 
0:48:14 節説明としては 
0:48:17 その部分を、何か示すことってできるんですかね。 
0:48:27 えっとですね 23 ページの※のところで示さして、示してございます。

認可申請については、 
0:48:37 等、 
0:48:39 この中に合わせて設営と書くことは可能なんですけれども、 
0:48:44 今回やる場所とは、全く違う場所ではありますけれども、 
0:48:49 安保でございますか。 
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0:48:51 衛藤。 
0:48:53 今回はこの 2 回、2 回目、 
0:48:56 分割した 2 回目だってことなんですかね。それとあとは今後その今田黒

野になってないところも、なかなか順次更新していく計画だっていうこ
となんですかね。 

0:49:09 ちょっと前へ全体が、全体、例えば 5 分割にする予定なんですなのか、
その別にその将来のものはいいんですけど、 

0:49:19 今回は 2 回目なんですとか、何となくその順番みたいのがわかればなと
思ったんですが、 

0:49:32 計画自体はを持ってはおるんですけれども、その応答通りに行くかどう
いけるかどうかというところもちょっとなかなか、 

0:49:44 その予算とか電話って難しいところもございますので、通常認可申請時
については今回やる範囲ということでお示しさせていただいてると。 

0:49:54 いうことです。 
0:49:57 ごめんなさい。だから申請としてはどの範囲っていうことで申請書はそ

の対象の部分を示せばいいんですが、 
0:50:05 説明として、何か全体が示せるものが、 
0:50:10 ありますかねっていうことなんですけど。 
0:50:25 技術の中根です。ちょっと補足させてください。前回の、ここに書いて

あります前回配管の更新っていうのは、実は事後保全で漏えいが発生し
たところに対して、 

0:50:38 更新工事をかけるために認可いただいてやってるというところになりま
す。で、今回は、地盤改良を行う範囲等を重なるところについて、 

0:50:51 地盤改良をやるときに、高さが違うので、それぞれ並行してできるんで
すけど、干渉して損傷させる恐れもありますので、 

0:51:03 この谷田から新しくしておこうということで、工事を流行たいというと
ころであります。まだ全体的な浄水配管についての、 

0:51:13 更新計画っていうのは、まだ現状具体的な計画っていうのは持っていな
いというのが、現状でございます。おそらく事後保全になる部分と、計
画的に予防保全的にやるところと、 

0:51:26 並行して今後やっていくということになるかと思ってます。あと、その
際に、やはりちょっと漏れる度に維持保全もある程度発生せざるをえな
いのかなとは思ってるんですけど。 

0:51:37 そのために認可をいただくというのは、なかなか、 
0:51:40 今後、大変になってくると思いますので、そういう意味で、 
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0:51:45 しばらく前からの相談をさせていただいてます。こういった、 
0:51:49 上載配管系統の更新の認可の合理化という相談をさせていただきまし

て、またこちらの方がまだ整ってない状況ですので今回はちょっと個別
に、 

0:52:01 申請させていただいてメーカーをいただければと思ってるところでござ
います。 

0:52:08 はい。 
0:52:09 状況わかりました。はい。 
0:52:18 すみません、原子力規制庁の荒井です。音声よろしいでしょうか。 
0:52:22 お願いします。 
0:52:23 はい。4 ポツのところで、浄水供給配管で地中埋設のものがあるという

ふうに書かれてるんですけれども、こちらの管理はどのように行うの
か、自己管理ということで、漏れたら交換ということにするのはちょっ
と教えていただければなというふうに思います。 

0:52:40 あと漏れが生じた場合は 
0:52:45 流量をに反映される場合、あとは漏れ箇所からの湧水等でわかりますの

で、その対応、その時に 
0:52:54 補修を、保守、クラブ等の補修を行った後、 
0:52:58 配管をと、部分的なパイプ配管の交換をさせていただき、いただきたい

ということで 4 カトウに書かせていただいております。 
0:53:07 ありがとう。基本的には事後保全ということでよろしいんでしょう。 
0:53:13 はい、結構です。 
0:53:14 わかりました。ちなみにこのナカノ水には放射性物質等を含んでるんで

しょうか。 
0:53:20 全くありません。全くないんですね。わかりました。浄水工業用水で

す。工業用水ですねわかりました。 
0:53:27 あともう 1 点なんですけれども、一部ステンレスこを使われてるってこ

となんですがこの使えるわけですが、どんなところでステンレスを使っ
てるのかというのをちょっと教えていただけないでしょうか。 

0:53:38 今回のステンレス高が使われている箇所というのは、高放射性廃液貯蔵
場、すみません、貯蔵場に用水を、 

0:53:47 送っている 
0:53:49 所、高放射性廃液貯蔵場の配管になります。 
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0:53:54 のでそこはステンレス構造になっておりますので、一生懸命こう腐食が
終わるように処置していくと、いきながら、接続するということになり
ます。 

0:54:03 この使い分けの考え方というのはどういったもので分けてるんでしょう
か。 

0:54:10 基本的には丹十河でいいんですけれども、高放射性廃液貯蔵場、建設し
た際にですね、多くのプロセス用配管とか冷却水配管について、 

0:54:23 先月高を用いてせ、 
0:54:27 値設計設置された、おりまして、当該の配管もそのうちの一部の配管に

なっております。ですのでこここれが使い分けだという意味でステンレ
スが使われているわけではございません。 

0:54:40 承知いたしましたありがとうございます。 
0:54:50 その他よろしいでしょうか。 
0:55:00 あかんクリサキですけどよろしいでしょうか。お願いします。ちょっと

素朴な質問なんですけど、この前ちょっと、もう一つぐらいかな、ちょ
っとクリプトンの施設、近くのところで確か消火栓かなんかのところの
漏水はったと思うんですけど、 

0:55:18 ああいったところは、今回の対象には含まないということでしょうか。 
0:55:24 はい。ご辛抱おかけしておりましたけれどもこちらの方の配管の部分に

ついては補修が行えておりますので今回の対象には含めてございません
が、 

0:55:35 ここを漏えいがあったり、あとは、今後の計画としてできる際には、
や、 

0:55:44 本と実施していきたいというふうに考えてございます。 
0:55:48 下クリサキですあ、事故保全的にはもうそこの保守が終わってるってい

うことですね。わかりました。 
0:55:55 はい結構です。 
0:56:07 これよろしいでしょうか。 
0:56:12 それでは、続いて資料 4 についてお願いします。 
0:56:17 はい。演習機構ナカバヤシの方から説明させていただきます資料 4 は今

月末をもって 
0:56:25 申請を計画しております廃止措置計画変更認可申請書の内容、項目を整

理、 
0:56:33 いたしたものでございます。 
0:56:36 2 ポツの方にないように、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 
 

 

0:56:39 簡単に示してございます。まず一つ今回の主たるもの、申請内容であり
ます使用済み燃料の搬出につきまして申請させていただきます。 

0:56:54 こちらはただし今、話題というか議論になっております再処理事業変更
許可の方につきましては前回の面談等、 

0:57:05 のコメントを踏まえまして、保険側と 
0:57:09 足並みをそろえた上で 
0:57:12 基本的に 
0:57:14 ＳＦの搬出前までに行うということでございますが今の時点で最短で 7

月以降になるかなというところで考えてございます。 
0:57:25 二つ目が性能維持施設の追加ということでこちらは昨年度までで設工認

含めて申請が終了いたしました。最後の申請の便であります火災対策と
か内部溢水、 

0:57:39 あと事故対象のアクセスルートの 
0:57:42 冗長化といったところに関わる性能維持施設の追加、これ前回の申請の

方 2 入れるようには準備はしていたんですけれども、ちょっとタイミン
グ的に、 

0:57:52 うまく合わなかったので今回の申請の中でさせていただきたいと考えて
ございます。 

0:58:00 三つ目こちらも 
0:58:02 その安全対策工事を行う上で以前の保全区域、 
0:58:09 ですと、ちょっと工事ができないところがありましたので、 
0:58:14 久喜にですね保安規定の方で保全区域の変更を行っておりますが保全区

域の図が再処理の廃止措置、計画、 
0:58:25 変更認可申請書の中に一部含まれておりました図 3－1 というものに、

保全区域というキャプションでついてますがそこの図を差し替える。 
0:58:35 ことで保安規定とを一致させる整合させるという申請を 
0:58:41 進めさせていただきます。 
0:58:44 その次側の設計及び工事の計画ということで 3 件、予定してございま

す。一つは 
0:58:53 本日もご説明いたしました使用済み燃料の搬出以下、 
0:58:57 関連しましてその搬出の確実さを上げるために燃料かつクレーンのワイ

ヤーロープ二重化を行う工事。 
0:59:05 お家マスで、二つ目。 
0:59:08 こちらは 
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0:59:10 本年 2 月、 
0:59:12 14 日に発生して、17 日に面談でご相談させていただいた案件でござい

ますがガラス固化、 
0:59:21 技術開発施設を、固化セル内のインセルクーラーの電動機ユニットが故

障したと、いうことでそちらの交換でございます。交換そのものは 2 月
17 日の面談の時に、 

0:59:33 申請を待たずして交換してよいと、こういうを確認、ておりますが、そ
の事後になりますが設備の申請をここで今回含めさせていただきたいと
思います。 

0:59:47 三つ目は今ご説明いたしました女性会館の一部更新と、 
0:59:53 いうものです。 
0:59:55 もう一つ 
0:59:57 計画変更認可申請書につきましては、以上のものを含めて 6 月末までに

訂正させていただきたいと思います。 
1:00:05 なお同時にですね、性能維持施設の追加に関わっては保安規定も変更必

要になりますので、こちらの変更に係る保安規定も同時に申請させてい
ただきたいと考えております。説明の方以上になります。 

1:00:23 はい。規制庁側から確認等あればお願いします。 
1:00:28 これ使用済み燃料の搬出っていうのは、あれ事業指定の 
1:00:33 変更認可とか変更許可か。 
1:00:36 素晴らしいことができるんですよね。 
1:00:41 順番気にしなくていいんですよね。 
1:00:43 措置計画上はもう搬出するってことになってるから、 
1:00:51 明日実際に搬出する。 
1:00:54 ところの手前までは、瓜生、うん。 
1:00:59 はい。 
1:01:10 他よろしいでしょうか。 
1:01:13 では、スケジュールの説明をお願いします。 
1:01:20 はい。衛生センターの布田です。それでは質疑について説明させていた

だきます。本日 6 月 10 日ということでＳＦの搬出、それからその他の
設工認案件ということで先ほど用地配管の更新の件、ご説明させていた
だいております。またここの進捗状況についても纐纈が説明させていた
だいております。 
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1:01:39 次回につきましては来週 6 月 15 日の水曜日ということでお願いできれ
ばと考えております。予定している案件としましては、 

1:01:48 ＮＷＴＦの津波対策の方針の件、それからガラス固化の進捗状況につい
ては、ぎりぎりご報告をさせていただきたいと考えております。 

1:01:58 それ以降のスケジュールにつきましても順次具体化していきたいと考え
ておる。 

1:02:03 ありますのでよろしくお願いいたします。簡単ですが以上です。 
1:02:09 慎重バンカー何かありましたらお願いします。 
1:02:23 全体を通じて何かありますか。 
1:02:26 特にないですね。 
1:02:28 はい。 
1:02:33 所浄水配管のう。 
1:02:37 改造に関しては、 
1:02:40 現在のその安全対策工事との、 
1:02:43 干渉なのか。 
1:02:46 しないしないっていうご説明だと思うので、その辺は少しまた引き続

き、 
1:02:51 確認させていただきたいなと思ってますのでよろしくお願いします。 
1:02:57 あ、すいません。規制庁の荒井です。1 点ちょっと聞きそびれてしまっ

たことがあるんですけどよろしいでしょうか。お願いします。 
1:03:04 12 ページからちょっと待ってください。18 ページです。 
1:03:11 燃料価格クレーンの、 
1:03:14 二重化の話なんですけれども、 
1:03:18 目下、 
1:03:19 えっと、 
1:03:23 8 ページですね失礼しました、8 ページのところで、 
1:03:26 これで二重化するということで、赤いワイヤーロープと青いワイヤーロ

ープの間、日本で、 
1:03:33 支えるということだと思うんですけれども、何か素人質問で申し訳ない

んですがこれ片っぽのワイヤーが切れたらバラックζ起こせないんです
けど、どういった、 

1:03:43 報道なんでしょう。 
1:03:45 はい。衛藤。 
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1:03:47 伊勢さん仲間です。青い例えば青色のやつが聞いたときに、青と赤はこ
の真ん中の部分で、 

1:03:56 それが固まってますので、青柳のデータとしても赤いやつ場で、味を全
部受けて止まることになります。そこで、これまで、 

1:04:05 2Ｅで右のバランスには長さを調整してたものが、この止める機構で止
まってますんでそれはもう、 

1:04:14 1 本引いても、もう 1 個動かないということになりますその若干ずれま
すんでそれについてそこにばねがございますんでどれの長さで 

1:04:26 サルサ分を吸収することになりますので、一本が増えたとしても或いは
もう一本で配布することができます。 

1:04:36 わかりました。ありがとうございます。 
1:04:49 機構側から何かありますか。 
1:04:55 はい、以上になります。 
1:04:59 それでは本日のヒアリングは以上で終了します。 
1:05:03 ありがとうございました。 
1:05:05 どうもありがとうございました。 

 
 


